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 令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇札幌市の平均と同程度もしくは上回った種目 

 立ち幅とび・ハンドボール投げ 

 

〇札幌市の平均を下回った種目 

 握力・上体起こし・50ｍ走・立ち幅とび 

反復横とび・持久走・20ｍシャトルラン 

体を動かす機会が減っていることもあり、筋力・全身持

久力が低迷。体育では体力づくりを兼ねた種目の継続的

な取組の強化が必要である。 

 〇札幌市の平均と同程度もしくは上回った種目 

 長座体前屈・持久走・20ｍシャトルラン 

立ち幅とび・ハンドボール投げ 

〇札幌市の平均を下回った種目 

 握力・上体起こし・反復横とび・50ｍ走 

 

委員会活動による運動機会創出の取組や呼びかけを通 

して、体を動かす機会は増え、筋力の向上には結びつい 

てきている。 

 ・「運動やスポーツをすることが好き」と回答 

する子どもの割合 

R05→R06 男子 91.2%→88.8% 女子 77.8%→75.3% 

・体育の授業を除く１週間の総運動量が 60 分未満

の「ほとんど運動をしない子ども」の割合 

 R05→R06 男子 16.7%→10.4% 女子 29.4%→23.4% 

運動習慣が身に付いていない子どもが意欲的に取

り組めるように、運動する大切さ、具体的な運動

方法を明確に伝えていく必要がある。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自らの 

健康づくりを図る取組の充実 

 

   

 

   ・昨年度に引き続き、健康づくり、ケガの防止に関する学習において、地域の整骨院からゲストティーチャーを招き、子どもの実態を踏

まえた指導の充実を図る。 

 

体力・運動能力
＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力
＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

①体育の授業で体力づくりを兼

ねた種目を継続的に取り入れ

る。授業後には振り返りシー

トの記入を行い、継続した学

習を進める。 
 

②クロスカントリースキーなど

季節の種目を実施する。 
 

③学年別体育大会を実施する。 
 

④保健授業の充実に向けた教科

内研修に取り組む。 

○教科内研修を継続し、保健の授業

を更に充実させる。 
○食と健康、発達の段階に応じた性

に関する指導を充実させる。家庭

科の授業において、栄養教諭との

TT 授業を実施する。 
○健康に関する知識・技能を実践す

る活動を、部活動等学校生活の

様々な場面で展開する。 
〇第３学年において、助産師を活用

した性に関する講演会を実施し、

指導の充実を図る。 

〇生徒会や委員会と連携した、 
運動機会充実推進プロジェクト

の実施 
・生徒会役員会…新入生歓迎会で

の部活動紹介企画による部活動

加入の促進 
・保体委員会…昼休みの体育館開

放による、様々な種目を設定し

た運動の実施 
・文化委員会…中体連激励活動で 
 の装飾の作成 
・図書局…体力向上に関わる書籍

の特集 


